
 

たいへんな世の中になりつつありますね(>_<) 

校長 泉  博 

「早いなぁ、もう 5月か」と、誰もが思っているのではないでしょうか。 

新聞を開けば、毎日のように「米」の字が目に入ります。主食の「こめ」、そしてアメリカの「米

国」。どちらも、あまり良い意味で登場することはありません。本当に、世の中はどうなってし

まっているのでしょう。私は、この状況が長く続くことはないと思っていますが、日本も世界も、

どこかおかしくなっていると感じます。 

ついでに、もうひとつ愚痴を。 

最近、所得制限のない給付が流行しています。国会では、給付の話ばかり。身近な例では、高校授

業料の無償化が挙げられます。本当にこれでいいのでしょうか。これまでも、高校授業料には所得

に応じた減免制度がありました。この減免制度を拡充するという話であれば理解できます。しか

し、今回は所得に関係なく無償化が進められました。しかも、教育の本質についての議論がほとん

ど行われないまま、決定されたのです。 

これまでの日本は、所得に応じて支援する「公平」の考

え方を大切にしてきたと思います。しかし今は、すべての

人に同じ支援を行う「平等」へとシフトしています。 

その結果、どうなるでしょうか。授業料が浮いた分、家庭

によっては塾や習い事など学校外の教育費に充てることが

できます。結果的に、教育格差は今以上に広がっていくでしょう。 

最近のテレビ CMで、公益社団法人 ACジャパンが「生まれながらにスタートラインが異なり、

周囲以上の努力を強いられている子どもたち」の現状を伝えています。まさに、私たちが進みつつ

ある社会の姿だと感じます。もちろん、CMはその現実を変えたいという願いを込めたものです

が、今の日本はむしろ逆方向に向かっているように思えてなりません。 

現在、日本では 9人に 1人の子どもが貧困家庭に生まれています。貧困は、明らかな教育格差を

生み出し、子ども本人の努力だけでは乗り越えられない理不尽な状況を作り出しています。これま

では、先生方の献身的な支援によって、少しは格差が埋められてきたかもしれません。しかし、教

師の世界が「ブラック」と言われ、働き方改革が叫ばれる今、これまでのような対応は難しくなっ

ています。（ちなみに私は、今の働き方改革には反対です。この件については、また改めてお話し

したいと思います。） 

この日本の大きな流れに逆らい、少しでも抗っていきたいと思っています。できることは少ない

かもしれませんが、どうか応援をよろしくお願いします。 

おまけ 

今、左ページの文章にチャット GPTに題名をつけてもらいました。 

「揺れる社会と教育格差――いま私たちにできること」 

となりました。お堅いイメージの題名ですね。 

どちらが読んでみようと思うか。判断はみなさんにお任せします（笑） 

 

府の大阪・関西万博児童招待事業について 

本校では児童の安全面に心配が残ることから学校行事としての参加は見送りました。大阪府教育庁

からは、「5月初めに全児童にチケット IDを配付する」と連絡がありました。届き次第、全員に配

付します。もうしばらくお待ちください。 

 

暑さ対策 

今年も暑そうです。地球温暖化を考えれば、これからますますひどくなっていくように思います。

私たちがしなければならないことは暑熱順化です。暑いからといってクーラーの効いた涼しい部屋

にいたのでは適応できません。過度にならない程度に外へ出て汗をかきましょう。そして十分な水

分補給をしましょう。そうすることによって身体が暑さに慣れ、真夏の暑さにも対応できます。

「暑いから外に出るな！」はとんでもない間違いです。 

 

十分な水分を持たせてください 

「お茶、なくなった～」と申し出る児童がいます。中学

校には自動販売機があるので自分で購入できますが、小

学校にはありませんし、小学生にお金を持たせることも

よくないことです。その日の天候と授業内容・行事予定

を考えて、十分な量を持たせてください。 

 

体育大会 

今年は５月２４日（土）です。昨年と同じように午前中開催です。内容はコロナ前に実施していた

内容とほとんど変えていません。昼休みをなくし、競技進行を若干早めたくらいです。 

また、学年を超えて縦割りで活動することが大切だと考えます。そのため、体育参観ではなく紅白

に分かれて普通の体育大会です。楽しみにしていてください。 
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